
 
 

対 象 学 年 ： ２年生（７２名） 

実 践 期 間 ： ４月～１０月 
 

 

時期 学習活動 

 ４月 定植 

  変化を見逃さず、その理由を考えながら生長を見守る 

 ５月 「好き嫌いをなくそうプロジェクト」～野菜チャレンジ～ １回目を実施 

 ６月 「好き嫌いをなくそうプロジェクト」～野菜チャレンジ～ ２回目を実施 

７月 収穫開始 

  夏休みは凛々子の鉢を家に持ち帰って収穫し、調理をする 

 ８月 「好き嫌いをなくそうプロジェクト」～野菜チャレンジ～ ３回目を実施 

 ９月 夏休みに家で食べたおいしいトマト料理を話し合う 

９月・10月 レシピを作成し、保護者も参加して調理実習を行う 

   

  

 

 この活動の特徴 

活 動 の 概 要 と 流 れ 

活 動 の ね ら い 

 

2019年度カゴメ「凛々子賞」 名古屋市立高針小学校 

 テーマ： 

やさいをそだてておいしく食べよう 

 

愛知県 

名古屋市立 

高針小学校 

横井先生 

「凛々子」活用のポイント① 
 

凛々子の栽培をきっかけに 

家庭を巻き込んだ活動になった 

「凛々子」活用のポイント② 
 

「野菜嫌いをなくす」目標を掲げ 

凛々子を活用し尽くした 

● 野菜の生長を見守る中でのたくさんの気づきから「生命のはぐくみ」を感じる 

● 身近な野菜のトマトを、友達や家族と調理することを通じ「食」への興味・関心を高める 
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凛々子をきっかけに野菜嫌

いを克服してほしい         

給食に嫌いな野菜が出ると口を

つぐんでしまう子ども。食べ残し

を嫌って野菜料理は出さない家庭。

今や食育は学校が頼みの綱となっ

てしまっています。そこで、野菜を

育てる生活科の単元で、育てた

凛々子を親子で調理することによ

り、子どもたちが喜んで食べるメ

ニューのレパートリーを増やした

り、調理の工夫を学んだりする機

会を作りたいと考えました。 

 

「どうして？」を大事にする

観察活動 

 野菜を育てた経験のない児童が

大半を占めるので、凛々子の栽培

を始めるにあたり、野菜と子ども

の関わりを大事にしました。苗の

生長で気づいたことをワークシー

トに記録し続けることを通じ、「ど

うして？」という子どもたちの疑

問を自分で追及していく姿勢が育

ってきていることがうかがえるよ

うになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「やさいチャレンジ」で野菜

嫌いを減らす 

 栄養教諭と共同で凛々子を使っ

て好き嫌いをなくす活動にも取り

組みました。 

最初に、野菜の栄養や給食の調

理の工夫などを話し、児童の苦手

な野菜の調査を行いました。 

 次に、調査結果に挙がった苦手

な野菜を積極的に家庭で食べる活

動として「やさいチャレンジ」を実

施しました。夏野菜が出回る時期

に合わせて５月から３回実施。ト

マト、にんじん、なす、ピーマンな

どの１０種類の野菜が記載された

シートを配布し、食べられた野菜

の数によってポイントを付与する

というものです。料理のお手伝い

にもポイントが付きます。この取

り組みは保護者の反響が大きく、

「子どもが喜ぶので作りがいがあ

った」「料理を一緒にすることで子

どもが野菜に興味をもち、積極的

に食べるようになった」など、親子

で食生活を振り返るきっかけづく

りになったという意見が数多く寄

せられました。 

 

  凛々子を使って調理をする 

夏休み中に家に持ち帰って収穫

した凛々子を使って、家で作って

みた料理の中から、おいしかった

ものを学校でも調理することにし

ました。保護者と一緒に、カレー、 

スパゲティ、パンケーキ、ゼリー、 

 

 

 

 

 

 

 

ピザ、オムライスなどさまざまな

料理を作り、親子で味わいました。 

 

 

 

 

 

 

この活動で子どもたちの野菜を

愛おしむ心が育っていったと感じ

ました。子どもたちの感想には、自

分で育てた野菜を調理して食べる

楽しさを味わったことが書かれて

います。また、これを機会に料理の

手伝いをしてみたいという子ども

も多くいました。 

何よりも給食を残す子どもが減

り、家庭でも好き嫌いせずに野菜

を食べようとしている様子がうか

がえます。栄養教諭と協力して子

どもの様子を見ながら、ひとつひ

とつ吟味して取り組んだ成果が出

たと思っています。 

 

 

 

凛々子の栽培をきっかけに、子どもの野菜嫌いの克服につなげ、さらには家庭を巻き込むことで親子の

「食」に対する意識の変革にまで踏み込んだ、非常に内容の濃い実践です。子どもたちはこの取り組みを

通じて「野菜好きになる」という一生の宝物を手にしたのではないでしょうか？ 

こ こ が ポ イ ン ト ！ 取 組 の 工 夫 と 実 践 の 成 果  

受賞理由 

先生から一言！実践を通して 
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